
IV． 港

 環１．

必（１）

横浜

浜工業

ーズに

近年は

親水

改善や

それ

き継ぐ

計（２）

以下

市域を

環境保

・緑と水

港に

や港湾

た取組

・良好な

横浜

し、新

ナード

・きれい

快適

や合併

開発な

ごみ・

・海辺の

自然

の確保

・周辺環

都市

路の整

生する

舶や荷

の動向

港湾の環境

環境保全に

必要性と背景

浜港はその自

業地帯を有す

に答えるため

はウォーター

水空間、海洋

や地球温暖化

れらに対応す

ぐことが必要

計画の方向性

下の方針に基

を越えた地域

保全・環境創

水にふれあえ

に訪れる人々

湾における憩

組を推進する

な景観の港づ

浜らしい、賑

新しい都市と

ドやオープン

いな海づくり

適な水環境を

併浄化槽の導

などに合わせ

・海底ごみの

の自然をつく

然と共生する

保、市民を主

環境の向上に

市域や居住環

整備や、内航

る廃棄物の受

荷役機械など

向なども踏ま

境の整備及

向けた考え

景 

自然条件から

する工業港と

め、港内各地

ーフロント開

洋性レクリエ

化対策など環

する環境施策

要である。 

性 

基づく計画・

域における環

創造を進めて

える港づくり

々が緑と水に

憩いの場、環

る。 

づくり（美し

賑わいのある

と歴史的ある

ンスペースな

り（水環境の

を目指して、

導入による海

せ、経済性の

の回収や水際

くり、守る港

る横浜港を目

主体とした自

に資する港づ

環境に与える

航海運の利用

受入の促進な

ど CO2 排出源

まえ、取組を

及び保全に

え方 

ら天然の良港

として発展し

地区において

開発により、魅

エーションや

環境面におい

策や取組を計

施策の実施

環境への取組

ていく。 

り（親水空間

にふれあえる

環境学習や海

しい港の景観

る美しい港の

る街並み景観

など魅力的な

の改善・保全

浚渫・覆砂

海域へ流入す

の観点から浄

際線の清掃活

港づくり（海

目指して、海

自然再生活動

づくり（横浜

る大気汚染、

用促進による

などにより、

源に対する温

を進めていく
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に関する

港として知ら

してきた。ま

て緑地やマリ

魅力的な「港

や良好な景観

いても多様な

計画・展開し

施に際し、市

組と連携・協

間・緑地の整

る魅力的な空

海洋性レクリ

観形成） 

の景観の形成

観を生かし、

な水際空間を

全） 

砂による汚濁

する汚濁負荷

浄化槽から公

活動などを市

海辺の自然の

海生生物をは

動や環境学習

浜港周辺地域

騒音・振動

る効率的な物

広い地域に

温暖化対策・

。 

資料 

れ、日本を

た、港湾労

ーナ施設な

港ヨコハマ」

観形成などへ

要請が寄せ

し、親しみや

市民・企業な

協力を進める

整備） 

空間の創出を

エーション

成を目指し、

水際空間の

を演出するこ

濁物質を含む

荷の削減など

公共下水道へ

市民・事業者

の保全・再生

はじめとする

などを促進

域等の広域的

動等の環境負

物流体系の実

に対する環境

港のスマー

代表する国際

働者の労働環

どの整備を進

の風景が形成

のニーズと

られている。

すく美しい横

どとの協働や

ことで、よ

目指し、市民

ンなど水域の

船上や眺望点

緑の連続性

とで良好な景

底質の改善、

を積極的に推

の転換も検討

とともに取

） 

多様な生物

していく。 

な環境改善）

荷の軽減に資

現を図ると

改善に貢献

ート化につい

際貿易港、背

環境の確保や

進めている。

形成されてき

ともに水質

。 

横浜港を次世

や、港湾周辺

り効果的・効

民に身近な親

多目的な利用

点からの景観

を大切にし、

景観形成を推

、下水処理の

推進する。埠

討する。また

り組んでいく

の生息場や藻

） 

資するため、

ともに、市域

していく。ま

て、今後の技

背後に京

や市民ニ

。特に、

ている。 

・底質の

世代へ引

辺地域、

効率的な

親水空間

用に向け

観に配慮

、プロム

推進する。

の高度化

埠頭の再

た、浮遊

く。 

藻場など

、臨港道

域から発

また、船

技術革新
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緑（１）

港

また

整備

横

水際

地（２）

【鶴見

  臨

て休

【大黒

  港

るた

【内港

内

が多

間で

都

港の

成な

内

環境

【本牧

港

どか

【南本

港

景観

【磯子

市

【金沢

市

る場

ま

帯を

 

港湾環境整

緑地・海浜計

港や海の風景

た、「市民の

備する必要が

横浜らしい、

際空間が一体

地区ごとの緑

見地区】 

臨海部に集積

休憩の場を提

黒ふ頭地区】

港湾労働者や

ため道路沿緑

港地区・山下

内港地区から

多く集積する

である。 

都心臨海部と

の歴史を今に

などを通じて

内港地区の水

境づくりを進

牧ふ頭地区・

港湾労働者や

から見た景観

本牧ふ頭地区

港湾労働者な

観上の緩衝帯

子地区】 

市民が日常訪

沢地区】 

市民が海辺の

場を提供する

また、埠頭周

を確保する。

備施設計画

計画の必要性

景への親しみ

の港」として

がある。 

賑わいのあ

体となった景

緑地・海浜確

積する研究開

提供するとと

 

や来訪者に休

緑地を配置す

下ふ頭地区】

ら山下ふ頭・

る地区であり

として、内陸

に伝える資産

て、連続した

水域の一部で

進める。 

新本牧ふ頭

や来訪者の休

観上の緩衝帯

区】 

などに休息の

帯を確保する

訪れることが

の自然再生や

る。 

周辺において

 

 

画 

性 

み、海辺の自然

て快適で安全

ある美しい港

景観や水際空

確保の考え方

開発施設の研

ともに、水際

休息の場を提

する。 

 

新山下地区

、多くの市

陸部と一体と

産を保全・活

た水際線にお

では周辺環境

頭地区】 

休息の場を提

帯を確保する

の場を提供す

る。 

ができ、身近に

や環境学習、

ては、港湾労
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然に対する関

全な港湾環境

港の景観の形

空間の緑の連

方 

研究者や来訪

際線を積極的

提供するとと

区に至る地域

市民が訪れ、

なった緑豊

活用した賑わ

おける緑のネ

境にあわせた

提供する。新

。 

するとともに

に海を感じな

海洋性レク

労働者、来訪

関心、海洋性

境を整えるた

形成を目指し

連続性に配慮

訪者に対し、

的に開放する。

もに、物流交

域は、横浜市

港の風景を楽

豊かで快適な

いの場の提供

ットワークづ

海洋性レク

新本牧ふ頭に

、陸側や沖合

ながらスポー

リエーショ

訪者の休息の場

性レクリエー

めに、緑地を

、海上から見

した緑地整備

隣接する市民

。 

交通と一般交

の都心である

楽しみ、親し

ウォーターフ

供、横浜を代

づくりを進め

リエーション

は陸側や沖合

合を航行する

ーツ等を親し

ンなどの活動

場や沖合から

ション需要

を計画的に配

見える市街地

備などを推進

民利用施設と

交通を円滑に

ると同時に観

しむことがで

フロントの形

代表する港の

める。 

ンを楽しめる

合を航行する

る船舶などか

しめる場を提

動を行うこと

ら見た景観上

に応え、

配置し、

地と緑、

進する。 

と連携し

に処理す

観光資源

できる空

形成や、

の景観形

るような

る船舶な

から見た

提供する。 

とができ

上の緩衝



緑（３）

緑

地区

鶴見 

大黒ふ

内港（

内港 

（中央

内港 

（新港

内港 

（大さん

山下ふ

本牧ふ

新本牧

南本牧

磯子 

金沢 

将来構

合計 

 

緑地・海浜の

緑地・海浜の

区名 

末

末

ふ頭 大

（山内） 山

央地区） 

臨

日

港地区） 

赤

新

運

カ

ミ

汽

プ

ハ

象

ん橋地区） 

大

大

ふ頭 山

ふ頭 横

牧ふ頭 新

牧ふ頭 運

先

杉

木

水

金

白

海

海

構想 南

新

緑

海

の規模と種類

の規模と種類

名 

末広緑地 

末広水際線プ

大黒ふ頭緑地 

山内臨海緑地

臨港パーク 

日本丸メモリ

赤レンガパー

新港中央広場 

運河パーク 

カップヌードル

ミュージアムパ

汽車道 

プロムナード 

ハンマーヘッド

象の鼻パーク 

大さん橋ふ頭緑

大さん橋基部緑

山下ふ頭緑地 

横浜港シンボル

新本牧ふ頭緑

運河沿緑地 

先端緑地 

杉田臨海緑地 

木材ふ頭緑地 

水際線緑地 

金沢幸浦緑地 

白帆緑地 

海浜等 

海浜等 

南本牧ふ頭緑

新本牧ふ頭 

緑地 

海浜等 

 

類 

類は次のとお

表 IV-２-1

称 

ロムナード

（仮称） 

アルパーク

ク 

ル 

パーク 

ドパーク（仮称

緑地 

緑地（仮称）

ルタワー 

地（仮称）

地 
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おりである。

1 緑地・海

規模

0.2 h

1.3 h

15.1 h

3.0 h

18.1 h

6.4 h

9.8 h

5.5 h

6.9 h

2.1 h

1.0 h

1.8 h

0.4 h

1.0 h

0.4 h

0.4 h

称） 0.5 h

3.8 h

2.6 h

0.4 h

14.9 h

8.8 h

3.6 h

3.9 h

0.3 h

3.3 h

1.3 h

5.0 h

3.5 h

3.2 h

500

500

23.4 h

4.9 h

156.8 h

1,000

 

海浜の規模と

種

ha シンボル

ha シンボル

ha 休息・修

緑地 ha

ha

ha シンボル

ha シンボル

ha シンボル

ha シンボル

ha シンボル

ha シンボル

ha シンボル

ha シンボル

ha シンボル

ha シンボル

ha シンボル

ha シンボル

ha シンボル

ha シンボル

ha シンボル

ha シンボル

ha シンボル

ha 修景・休

ha 休息緑地

ha 修景緑地

ha シンボル

ha 休息緑地

ha 修景緑地

ha シンボル

ha 親水緑地

0m 人工海浜

0m 人工海浜

ha 修景・休

ha 修景・休

ha  

m  

種類 

種類 

ル緑地 

ル緑地 

修景・道路沿

ル緑地 

ル緑地 

ル緑地 

ル緑地 

ル緑地 

ル緑地 

ル緑地 

ル緑地 

ル緑地 

ル緑地 

ル緑地 

ル緑地 

ル緑地 

ル緑地 

ル緑地 

ル緑地 

ル緑地 

休息緑地 

地 

地 

ル緑地 

地 

地 

ル緑地 

地 

浜 

浜 

休息緑地 

休息緑地 

備考

既設 

既設 

既設 

変更計画 

一部既設 

既定計画 

一部既設 

一部既設 

一部既設 

既定計画 

既設 

既設 

既定計画 

既設 

既設 

既定計画 

既定計画 

既定計画 

既設 

既定計画 

変更計画 

変更計画 

新規計画 

変更計画 

既定計画 

一部既設 

既設 

既設 

既定計画 

既定計画 

既定計画 

変更計画 

 

 

 

 

考 



今（４）

今

 

地区名

大黒ふ頭

山下ふ頭

本牧ふ頭

南本牧 

ふ頭 

新本牧 

ふ頭 

 

 

 

今回計画する

今回計画する

名 名

頭 大黒ふ

頭 山下ふ

（仮称

頭 本牧ふ

（仮称

運河沿

新本牧

緑地（

る緑地の規模

る緑地の規模

表 IV-

名称 計

ふ頭緑地 

ふ頭緑地

称） 

1

ふ頭緑地

称） 

沿緑地 

牧ふ頭 

（仮称） 

 

模及び配置

模及び配置の

-２-2 今回

画面積 主

3.0ha 道路

14.9ha シン

8.8ha シン

3.9ha 休息

3.6ha 修景
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の考え方は、

回計画する緑

主要な用途 

路沿緑地 

ンボル緑地

ンボル緑地

息緑地 

景・休息緑地

次のとおり

緑地の規模及

土地利用に

山下ふ頭の

続した緑地

新本牧ふ頭

快適な港湾

出する場と

土地利用に

 

港湾労働者

性に配慮し

である。 

び配置 

配置の考

に合わせて緑

の再開発にあ

地を配置する

頭と連続した

湾空間や魅力

として必要な

に合わせて緑

者の休息の場

し配置する。

考え方 

緑地の配置を見

あわせ、山下公

る。 

た緑地の形成を

力ある親水空間

な区域を確保す

緑地の配置を見

場として、また

 

見直す。

公園と連

を図り、

間を創

する。 

見直す。

た、修景
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図 IV-２-1 今回計画する緑地の位置図

 

 

山内臨海緑地（仮称） 6.4ha

[既定計画] 

カップヌードル 

ミュージアムパーク

0.4ha [既定計画] 

ハンマ－ヘッド 

パーク(仮称） 

0.5ha [既定計画] 

大さん橋基部 

緑地（仮称） 

0.4ha [既定計画] 

山下ふ頭緑地（仮称）14.9ha

 [既定計画の変更計画] 

白帆緑地 3.2ha 

[既定計画] 

金沢幸浦緑地 3.5ha

[既定計画] 

凡 例

緑 地 （今回計画）
〃 （ 既定計画）
〃 （ 既 設 ）

海 浜 （既定計画）

海浜 500m 

[既定計画] 

南本牧ふ頭緑地 3.9ha 

[既定計画の変更計画] 

大黒ふ頭緑地 3.0ha 

[既定計画の変更計画] 

本牧ふ頭緑地 8.8ha 

[既定計画の変更計画] 

新本牧ふ頭緑地（仮称） 3.6ha

[今回計画] 

海浜 500m 

[既定計画] 

南本牧ふ頭緑地 0.3ha 

[既定計画] 

大黒ふ頭緑地 18.1ha 

[既定計画(工事中)] 
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図 IV-２-２ 将来構想の緑地の位置図  

新本牧ふ頭緑地（仮称）4.9ha

[将来構想] 

南本牧ふ頭緑地 23.4ha 

[将来構想] 



 

 自３．

３－１ 

必（１）

親

水質

さら

計（２）

・ 内

等

・ 金

前

水（３）

・ 内

で

化

・金

然

 

自然的環境

自然的環境

必要性と背景

親しみやすく

質・底質の改善

には、市民を

計画内容 

内港地区へ新

等への取組を

金沢地区につ

前のエリアを指

水域設定の考

内港地区のレ

では、戦略的

化水域と同じ

金沢地区につ

然再生活動や

を整備又は

境を整備又は

景 

く美しい横浜

善を積極的に

を主体とした自

新たに「自然的

を促進する。 

ついては、既

指定し、水質

考え方 

レクリエーシ

的に水質浄化

じ水域を「自

ついては、現

や環境学習な

 

は保全する

は保全する区

浜港を次世代

に推進する必

自然再生活動

的環境を整備

存の「自然的

浄化や生物多

ション等活性

化や生物多様

自然的環境を

現況で多様な

などが行われ
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区域 

区域 

代へ引き継ぐ

必要がある。ま

動や環境学習

備又は保全す

的環境を整備

多様化等への

性化水域で、

様化等への取

を整備又は保

な生物の生息

れているエリ

ための一環

また、多様な生

習などを促進し

する区域」を位

備又は保全す

の取組を進め

来訪者が直

取組を進める

保全する区域」

息場や藻場な

アを指定し

として、快適

生物の生息場

していく必要

位置づけ、水質

する区域」に加

める。 

接水に触れ

ため、レク

」に位置づけ

どの確保、市

、これらの取

適な水環境を

場や藻場など

要がある。 

質浄化や生物

加え、新たに海

る機会が増

リエーショ

ける。 

市民を主体

取組を促進し

を目指し、

どの確保、

物多様化

海の公園

える区域

ン等活性

とした自

していく。 
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図 IV-３-１ 今回計画する自然的環境を整備又は保全する区域（上段：内港地区、下段：金沢地区）

凡 例

自然的環境を整備又は

保全する区域

凡 例

自然的環境を整備又は

保全する区域



３－２ 

必（１）

横

並み

特

を意

など

 

（２）

内

ある

 

 

 

 

 

良好な景観

必要性と背景

横浜らしい、

み景観の活用

特に、みなと

意識した街並

ど、地区ごと

計画内容 

内港地区にお

るものとする

観を形成する

景 

賑わいのあ

用、魅力的な

とみらい 21 地

並みの形成、

との特色に合

おいて、横浜

るため、「良好

図 IV-３

 

る区域 

ある美しい港

な水際空間の

地区や関内地

開港以来の

合わせた景観

浜港の歴史を

好な景観を形

３-２ 良好
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港の景観を形

の演出などを

地区は、横浜

の歴史と文化

観形成を目指

を継承し、港

形成する区域

な景観を形成

形成していく

推進してい

浜の顔として

化の蓄積を感

指している。

港の情景を演

域」を定める

成する区域の

ため、新しい

く必要がある

て、海や港、周

じられる景観

出するとと

る。 

の位置図  

い都市と歴史

る。 

周辺地区か

観形成、夜景

もに、魅力的

凡 例

良好な景観を

形成する区域

史ある街

らの眺望

景の演出

的で活気

 

を

域



 廃４．

港（１）

横

 

南本

（第

南本

（第

 

港（２）

  横浜

場に一

いる。

の整備

減らす

横浜

ている

し、都

 

今（３）

今

 

地

新本

 

 

廃棄物処理

港湾における

横浜港におけ

地区名 

本牧 

第２ﾌﾞﾛｯｸ） 

本牧 

第５ﾌﾞﾛｯｸ） 

港湾における

浜市域で発生

一般廃棄物や

また、南本

備を進めてい

すリデュ－ス

浜市域で発生

るところであ

都市基盤整備

今回計画する

今回計画する

地区名 面

本牧ふ頭 48

計画 

る廃棄物処理

ける廃棄物処

面積 

21.0ha 

31.1ha 

 

る廃棄物処理

生する廃棄物

や、市内中小

本牧ふ頭第５

いるところで

ス(発生抑制)

生する建設発

あるが、南本

備を長期的か

る海面処分用

る海面処分用

表 IV-４

面積 

8.5ha
(浚渫

理の現況 

処理の現況は

表 IV-４

状況

既設 

既設 

(工事中

理の必要性

物の処分につ

小事業者及び

５ブロック内

であるが、今

の取組を積極

発生土・浚渫

本牧ふ頭の埋

かつ安定的に

用地の規模及

用地の規模及

４-2 今回計

処分量

約 1,500 万

渫土砂・建設
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は、次のとお

４-1 廃棄物

況 

（港湾

) 

海面

ついては、海

び市内公共工

内の新規処分

今後も、分別

極的に進め、

渫土砂につい

埋立完了後は

に支えていく

及び配置 

及び配置の考

計画する海面

万 m３ 

設発生土）

りである。

物処理の現況

施設 

― 

湾関連用地） 

面処分用地 

海面処分場で

工事から発生

分場の平成 2

別・リサイク

、廃棄物 終

いては、南本

は、引き続き

。 

考え方は、次

面処分用地の

配置

埋立後は、

張用地として

況 

種類別

一般廃棄物

産業廃棄物

合   計

一般廃棄物

産業廃棄物:

浚渫土   :

建設発生土:

合   計

ある南本牧ふ

した産業廃棄

9 年度開設

ルだけでな

終処分場の延

牧ふ頭の建設

、新本牧ふ頭

のとおりであ

規模及び配置

置、跡地利用

コンテナター

ての利用を想

別処分容量 

：342 万 m３ 

： 85 万 m３ 

：427 万 m３ 

：296 万 m３ 

: 104 万 m３ 

:  70 万 m３ 

:  80 万 m３ 

：550 万 m３ 

ふ頭廃棄物

棄物を埋立処

に向け、遮水

く、ごみその

延命化に努め

設などに有効

頭の建設に有

ある。 

置 

の考え方 

ーミナルの将

想定する。 

終処分

処分して

水護岸等

のものを

めていく。 

効活用し

有効活用

将来拡
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図 IV-４-1 海面処分用地の計画位置及び跡地利用図 

  

海面処分用地 48.5ha

[今回計画] 

海面処分用地 31.1ha 

[既定計画] 
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